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はじめに

G71.i1!12J! 3 11、kf'r'k';¥Ij: nら.11t営した大律家に

おいて没した。?奴斗:;tltの{I'.G 1124日、かねてより皇位

継泳を恨んでいた犬rl，1のめ ・大ilit人!a-flま吉野自!i.T3・を

脱出、京rti! に?をつて!~を挙げ不破防.J (税 ・ 由主.t;\I)-~1品l ヶ

似町)より j丘tじにj1s入、大ilt京を攻lt持した。 7月22日、

ついにj!i:tr州必1;1:瓦併し、大)ir:l f-(ヲミヂJの子)は自

殺した。

I，;!じ目、大ilrt人"I(に降っていた;!i:u:の有

力栄似~J前芸会UI11 、国主:話~fì と jもに西j!i:
i(~告を持J下、 j!í: i 仁仰14.訓聞が守備していた三

隠滅を陥必させた.

これが壬IfJの，~Lにおける三尾械の存伐を

示す唯一の記述であるが、これによって三

尾械が大ilni':の北ill防仰の-~をmってい

たよとが忽!f~さ il る.

それでは当の二三!己械はどこに椛築されて

いたのであろうか.

今回、 ri却Jilliの腿史探~)j会」のメンバーが

行ってきた、向山 mí公公川町J ・，~'.~ ):，~町およ

び滋1'{lnl;.!:. J'l IßT に及.;:~?fff.i，fji(ij)によって 、

そのjl正裂を犯tktしーうとの!必烈:を仰るニとが

できたということをf.U~ I;- したいと ，[t う。
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経過

þljJ聞の止と災保:tIi会では、 5511~1え l;J. l\':j.t;，~ llIi 

内の「城J をテーマに制ff.ijfj仰Jを1Tってき

たが、せなに r [Jィql~~:tJ J に ;1c~世さ tl ている

三J己峻の存イ'1:にttnしてきた。

とリわIt壬111の乱における三%械の守将

の一人であ勺たと .IY，ゎtlる三倍氏が、6世

紀においては総体}C~\を抗日iするはどの有

力氏族であったことや、 Ol鮮文化の強力な

彬容を受けていたという多くの事実から推

して、早くから山代山械を綿きたしていた可

能性があった。

加えて、 GG5年夫f't'天';1，1;1:、自 ・新薬品の

米S崎市・ら大iltぶを守備するために袋内械 ・

大野城・ J政I~械を fi術系の if!iオミ人に技術指導をさせて

築造させている。

この 3械を含んではぽl，iJII年代にき長かれ、『日本3F紀』

r絞白本紀』に城t，の登場する，';代111械13lJまが、すべ

て i~)]!鮮式 111城でーあったと ，î われている ζ とは、三尾峨

の椛iitを推定するうえで人・いに参々になるであろう。

もう一つ三JI!，械のイlイI::W:混と築ji2年代に示唆を与え

る駁史的 'J.WI'がある。 668Jド 7 Jl、。f:j1川t.~の他者が大

iln誌を訪れている。 1).刊11(I(J分裂で泌体化した高句泌が

1-8 .新総との抗争において、 j!ii工':Vli経に何らかの緩助

をJYI待してきた Lめと併されるが、その使者・は日本海
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第 l図 三尾城遺術地点図
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をIWドし北|ゆ路から大i!t，)':へ人勺ているのである。こ

の .wたから 46・えてら、当 II.~の 4リj島下、I~Jみあるいは大lí1lj~

から大~It~へ~~るのに、 :1己めj自(安ftE川町や高品町}

を;ruるルートがしばしばflJI日されたむのと思われる。

このニとからもニ:'16械が大ilt f，>:の ~tjll紡備に関して、

1ti:終的拠点としてのof(必な位i丘づけをされていたと-:i・

える tゴろう.

以上，のような，;x.条f午をふまえたうえで、三尾織が三

l己氏の本l't地l人jに後かれた いわゆる朝鮮式山織もし

くはその民主持を<1:けているJJl(:;liであリ、その後ヲミl''.'JUI

に粉if祉を L ヮて~，;物的な改築 4とされた可能性が大であ

ると巧・えたの

次に三16jJl(の J~rイoむを限必，例代するにあたってたて

た似 ，潟、つまり似 ~11l!むの j1ÿ íii J:1l\111I.i ;kのような粂(11ーを

合んでいた。

(1)山・代， u h!l1に Jtì泊した ~，~'i殺として、f.'ii {~ 300 - 400 

mの主的 1:1ニあ勺てその外抑制iが数1，10に及び、波

数の11-をJ釦、 ていること.さらに三比械に必要な

~(午、つまり附jfriHれの~i，iにあたリ、北方よリ

悦入する高炉I(0')行・!Ii)Jが(){{Iftてa きる{立ii'iにあること。

(2)石Ktまたは土日{がIJJlJILゃlMl{上を走リ、その塁線

の製所に li水門イIjl[や.IbX門の泌総が存干1:し、成内

にはiU:石r.tまたは側、，i:n併による筆活・台市等を設

けるだけの;'11.Jil.I(liがP((保されているよと.

そしてこれらの諸条例zを充たし得る地形、それは高

仏師n勝野のItnltに1立i従し、二等三角点 517.301を包t!f

する比良山系の山地 l二をおいて他にあリえないむのと

思われた.

位置

昭和55年、和H"IかのV?f1titi!U)Jを行った結保、山中の

各所に大小のイ[を人為的にUHuしたと忠われる場所を

はつけることができた。

それらをI也問 1'.にねとしていくと、 517.3111 (jilW，; 

凡';J~ III )のニ':y=，fIJ点 を小心にして 21¥111のl司を姉さ 、

中心よリボll11JキドImlにはばすべての辿怖が収ま

ることが向干・勺た.つま 1);"o';)>JのHi1'I'，JJ'の:&山よ

り I I\ ~ê して、 ll.}Jl I に 主任る 11i日常 j杉の外羽i斜! (燃目玉

150-200111)と、liiJi!l!の二三fll点の存有するl毛

似J二をj弘:;~':j点とする HlJに、ð-杭のi立t，Ylが1\'.<イ1:す a

ることになる.

!i1ldJIのmmsへは、j'j';j;J'kllJ!山南方の谷、

11寺!!fの比仮谷、 Hドのす宇比谷、そして貌川の:11i 
111谷をTfる4~日のルートがあリ、いずれも標高

340111 jllりの;1l.JiI.郊でf.-iA[した後、同}JIる線道

を一%によ:'/(1..... ~に j主するよとになる。

そしてこれら 4..j>;のルートは、いずれら深い

谷を;ruって山町iに官る Lので、 般的に惚数の

谷を抱<，Ii代III械の1):JI島条件とも!!司令するので
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ある.

弘必IlJの m百11からのI~t地はみごとである. ~じむには

かつての丙jfri:r:~~が北 1'. しその後 )jはるかに悩}1:の山

ぬがiまzをできる J.li )jllJtドには三16止すと党tsh却jの'，'f¥、

水miがせまリ、湖ボ・Il. ~rrや l}tJ次 ・ 鈴鹿の山脈まで-~

できるし、 It.i}Jにはやはリ l叫jfrtl路カ哨IJI;~m\ 、に大w
}Jrfliへとf:t:¥、ている

ニの{立;F[からであHI.f、」ヒブjからの敵il(の付入を-

!f. < ?r1知!し、鈴534の丁、l立をfllいて大ilt:;(HJ[fiへ連絡を

とるの L千五易なことであ勺たと忠われる.

遺精

三j己)]，lI;のi立1時'1'(，っと(，i i:l1されるむのは、 11・)tJの

j也谷 .1・・災(閃版、 A . 1 .....':)から始ま ヮて1I制!f'の日7{神
社、打下のr'IM1'111十1:の災illをj山り、!U)川 (A・2)にj主

する:fi1;1.である。

この 7 1\111 以上に &.i~イ il:W. 、 N'~}IÞi，\カ(80cl11、由主大571

が 3 .4 111 の tJU犯をもうて+;:~ ，(:j 150-200mのIII肢を問

縦し、はぽ.I.!~附iJ彩の J:l.似を形成している。

今まで、二の L<大なイ jl:~が人々のi1: IJをmびなか っ

たのはシシJ，(.況にII;¥IJ.:Iがある つまり IllIJ'の的や泌が、

lRの段作物を縦しに~~るのを 0'1 ク ・ アウトするため

にittらlLたと77われてねり、 iLJi U.1代にシシ.l1~を jrr ヮ

たと !i;/j(されてきた.

しかし 、シシ.l1iの '.2:(I(j>:，: .It~1止、山すそにそってÎ'~

を t~i るか、オミ械や版予をi巡らす }ji去治、用いられておリ、

まれには30-40cm大のイiをせいぜい 1-2111位に般み

上げた-1i 1;1.で、日37存全体を包11Mする例があるぐらいで

あろう.

まして J~庁によ勺ては、 A'ぶや.f.J1J也より 1 I、111以1-.t. ;lJ量

れた山'11を、無欲のlω'uや行を級制iしながら処々 7krn 

以 1'.におよぶ行1:(の間後にあたリ 、江戸川、代 2万石の

小i瀞(大illij昨)に、 1れや1Jl!.の'，1::を|均 ぐだけの臼的で徽

l¥:を*:.::動Hするだけの )Jがあゥたのだろうか。

しかも tj';J;J以114で1hl:(，怖やIJ.l!.C)，'11 i立する ì'f自~ttの向

第 2図 見張山より商近江路を望む



も、地域にこの係の地il立が~~.~¥‘のむ元r.)行している 。そこ

でこの点について、県の lιl然保泌総や背広諜にmJ¥、令

わせたí:ti果、両手~.と L椛j主 ・ 鋭絞め 1，Iij ifiiからシシ!.!.Î.1i~í

に疑問があるという I~!(O 符を得た。

MiかにTi.!:J.の品I'/i.i立」二から考えても全部i的シシ嵐官創立

机|徐されるべきである。 まず第ーに、他:mされている

石村が巨大なことに自を見張る。ゴニrl'に;[1¥泣きれたi.li
1た平iやJ也茨 1- 1.5111部分においては 1lを越えるも

のが随所に見られ、谷氏ffl)では数10tにおよぶl:!:岩を

利用して水門石1Ll(A '3)を制?lしている。 また 、石

21のほぼ仁1]1問より J".服部では、20-40cl1l限度の小さな

-:{ i カ<~!f'而fl'fみさ il ており、下柄f司iの l 川 を越える石N・

を多〈使って殺防傾向を7f¥しているのに比較して大き

な談終が見られる 。 さらにi~J~;j，式 1 11械に特有の通水口

(A '4-A・6)を下宮1Iに設けた水1"1訂以もあり、そ

れらはJ政1¥城水門j立t1I/.t.tpに鎖似した 、tiJj'[の縦火式石

毛iのmaみ工法と l司じ形態が見られる。

しかも A ・ 4 逃水口には水道でi主総する7Kil~l il!! j也、Wt

が銭"ffし、 A. 5とA.6のiill水口ではその内法の向

き ・ 附ともに50cm を越える規桜であリ 、 ~I]'¥リぐらいの

絡なら通過可能な.fW?造となっている。

したがって以上のような祁・条件を Lって総合的な7形

祭をする と 、ニ iL ら 11旦(特に，)i~J広告11 ) !ま当初三lち城

の外事1;総として.fiW築され、 |功例のための木繊の似 l卜.め

か、土築lりIjl立の芯許[1として悶いられたものであゥたが、 第 4固 めくら水門 (B3地点)

第 3図 水門石垣と通7]<口 (A 4地点)
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近世に3?ってシンJ1tに修{反転J1Jされた可能性がある。

他}J 、 三Iß織が~t)jからのもt入者・に対する防備を第

一義的に巧・6宣して、術祭されたらのと忽われる逃秘書f.

が干子イEする。

fiz羽の天HJ!lllm(l88m)へのな山路に直交して走る
'，"，) <‘ゐ

外郭イil:!.線の下)jに並行する形で、 5-10段の術郭状

石ft'i平jll.I(II(8・1-8・2)が鋭之さされる.また水門

石川(8・3)や「折llJを用いたbt口状;r.-II'li立椛 (8・

4)、8'5-8.6地点でljAJ也僚とは別途に河伴段

Ii: 1:や谷の斜而をttH古iに走るイI路線 Lあり、等路線に

そって来同 600m以外!にf刊R60i設の集中傾向がみられ

る.織の大下としての俄能と:1'<に、北方に対して徐容
ムれ

を誇示する向山~がうかがえる。あるいはまた、水尾神

社の付起に三}己氏のトIlとして牧場する特筒別が、三隠

は|の泥 lこ/，';' ( ì: していたという(.1.;ぷから ~(Ê して 、 三尾氏

H世代のか;自nが三J己械を背後にして11下立していにと考え

ることはでさないだろうか.

lt総IJfHこIlx.(l:するi立仰の'IJて¥なお比較的まとまり

をはせている土砂)ifrがある。

傾向 300mのレベルよリ j出民を伝って、.h!.張山の頂

部へj主するj丞中にむ、後世設けられた砂防犯と lj区別

できるilil，Yf(C . 1 ) IJ'U:イ1:する.16恨の北斜面に 3m

を越すむが泌111し、それと一体化した形で向さ60cmほ

どの風化した {It.tが、 4m ばかり伐存している.

さらにそのイi.hiに彼絞するI己tlUゴニは、人頭大から

数 1111ニ AAJr 多flのイ[村が人為的に ~ft'{されたと思える

例jifrがあり、城li[lかr"l慨が脳波した状態を忽わせる.

さらにf6t民i立をTfるとニJl.υ1".':に到達する.その前後

200m ぐらいの総InIに、断続してニ1::.l~ (C . 2 -C . 

3 )が築かJlている。それらはI己似の起伏に対して、

ド提起古H:t切 1)j叫しを地し、市長諸島には郎部制以 1m、市

さ1-1.5mの u:tをt持続してj凶行の|斗十11-をはかった

形跡であり、 1!:fU器から山 IJ!.lの jiJ 令f9rへのj~給路の痕湖、

と巧えられる.そして小規似ながら、その形状は大野

械の七1:1.>1':Ji!をfJi1ojf¥させるものがある。

また lqの -IT~えにな勺た!己m を IJ~ に rí'J かうと 、 C ' 6

地点にはlrj:水仰を.\!!、わせる刻 Uf~のイIダ1I や、?引委主干の立

地条件を充たす地点(C.4-C・5)もある。

しかし、税J成後に受けた{減収活動が激しかったのか、

今一つ磁証ヵ'1恥・>.tlないままに、 57i!三3月3問先に一応

の区切りをつけることにした.

まとめ

例鮮式山城の分f!ilj、その使用する石材の差や間総

塁線の形態によって、 r瀬戸内司'1Jr九州守'1Jr包谷噌」

「鉢:&'t1Jr(ザilWWJ ':IFの呼粉、が用いられてきたが、三

ls織の場合そのいずれに L迎合する傍.i1lではないよう

に思う。

減羽i紙!lまはとんど111慨をj笠って .(!W古形を形成してお

リ 、 その線技においてら.k1.Pi-械の~'tl.'，i 8.6kmに次ぐ長

大なものである。

しかしそのことは当然あリうることであり、 4ヒ1L+1i
や瀬戸内諸城のような古~J1l!.条件と，;O'~なる内陸部、そ

れも畿内にあうて I'~j![江路を制l正するという使命を判

って締築されたむのである 険協を制I.Eするために必

要な防禦線カイ削以内にあるのは、水i[lのもt人を威圧し

あ:・終的には 「巡げ込み峨」として機能するために必要

なレベルとは災ならなければならないたろう。

また廃史的な変巡のiejf，¥むそのも時j立上の-itiY4を生じ

ているように思う。つまり 6世紀以前、すでに制鮮文

化の;必特を'j!1l<受けていたとバわれる三尚氏にとって、

:'Té 事前でもやq らかの :j~~ ，~' を交け、 n じ|幼l!I-iのために古

f~tll械を緩いていたという IITtigfl:lJ.j¥'μ、。加えて 、中

大兄による大iI tJj(泌 1111 と JI~ に IJi)家的使命を J~tせられる

ことになり、大j州誌な付j鮮バ1LI)成へと改j立することに

なったのではないだろうか。

三倍械がどの il~代に築かれ、 H体(1りにはどのような

縄取材i造会 Lっていたかを知るには、よリ符い、ぷHt

やi立物の採集結決を似たな ltulまならない。そこで今

後の研究J-.不可欠と思われる u滋泌について列記するな

らli'、

(1)外~T>:ri l!{線の令成m伐と Wj~の解IQI.

(2)礎石訴建物や峨門跡の発見と j立物の係lIf.

(3)年代決定の好lt斜となるであろう 1"1礎等の発見。

(4)文献資料の発t~lによる史的~~づけ。

(5)古欽に見える三尾III(三16の布IlIlJ)の所政I自の解

明と、三j己域との{員!係の，~Ht.

以上5..... ':があげられるだろう .

また今回の捌1'f.給処について、 Jj(r.11;人ヴ:の上問lEU召

教授よリ得せられたいくつかのi'，illなアドバイスを紹

介し 、この前を1:'寄りたいと.Il.tう。

・ 今恒!の比定地が、.lJ~1I恥.'i. でIj三l己械であるとは断

定し jm~いが、その IIf 自g.rr:は 1 ・分にある。

・ 三I己械が、 r1 1 ~~t!J に記概されーで 11 1 の丹しの ~~れとな

った JIJ~ として朕史的に if(J)i!であリ、かつ大ilt京北

i互の ß)ii~il として築かれた "Higfl:が i~:j い。

・シシJ1tに氷川はありえないだろう .

水1"川t

F隊催認すること.……その後のs泌をで保存状態の良

好な水源池を容易 lニ ~H!.することができた.

・ポイントを必さえたやi街:'-11'tが必佼:.たとえば水

1"1と石川下部、また'I1t作21ド(849)tilJmのi正法寺

や永.iE.ip間同地に存イ'1:したrl"片山城と三路織との

綾子干I~I係など。

- 三尾域が .Ij める位;r(lj 、開i~ (例j![i工r6)だけで

なく WI上交)![jの~i街という観点:からむ々えてみる

必要がある. (:rifU 敏)
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